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Ⅴ 指導計画

予想される活動 支援と評価 評価基準学習 （ 通常Ｔ１Ｔ２で行う ） 時 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ。
間 関 思 技 知 ◎十分満足出来る状況 身に付けた過程 ▼指導上の留意点◇評価の視点

・ 考 能 の ○おおむね満足得きる状況 い力 項目《評価方法（評価の相関図参照のこと 》） 10
意 ・ ・ 総

事前の実態把握 ・ 判 表 合AE-3《学習意欲に関する質問紙法での調査》
態 断 現 化

Ⅰ◎聴覚障害に関わる様々なことに
興味・関心をもちながら、聴覚
障害者との交流に意欲的に取り

・聴覚障害者の生活について １ ☆ ☆ 組んでいる。▼生活経験とのかかわりから耳が聞こえない生活に
想像したことから聴覚障害の ○聴覚障害者との交流に楽しく取ついて様々に想像できるように話し合う。
いろいろなことに興味・関心 り組んでいる。▼自由な話し合いの雰囲気を大事にしながら子ども

の学習意欲の高まりをみたい。をもち、次時に予定している
聴覚障害者との交流会に向け Ⅲ◎コミュニケーションの方法を自▼子どもの素直な思いを大事にふくらませたい。
てどんな自己紹介を工夫した 分から思いつき、いくつかの方▼子どもたちから出なければ、教師の模範演技を提
らよいか、考えたりやってみ 法を組み合わせたりするなど、示して、自分たちなりに考えられるように配慮す
たりしながら交流会への意欲 工夫して試したりして表現するる。 《Ｃ－２》
を高める。 ことができる。《 ー３行動、発言、つぶやき、しぐさ、A

○コミュニケーションをいろいろワークシート》
な方法で試したり表現したりす
ることができる。 身の回りの

いろいろな
Ⅳ◎生活経験の中から自分なりの思ことに関す

２ ☆ ☆ いをもち、自信をもって活動しる関心・意▼子どもの伝わりにくい自己紹介は手話通訳者を通
本物にかかわる ３ ようとしている。 欲・態度じて伝わるように配慮する。また、○○さんに質問

感動体験の場 ○生活経験を思いうかべながら、したいことを手話通訳者を通じて行えるようにす
（聴覚障害者を招いての 自分なりに活動しようとしている。

交流体験活動１） る。▼自己紹介がむずかしい子どもには援助できるよう
にする。
▼Ｔ１Ｔ２は、積極的に関われるように言葉かけな
どの支援をする。・聴覚障害者の○○さんと交
▼Ｔ３は、ビデオカメラで自己紹介やゲームなど交流する。自己紹介をしたり興
流の様子を記録する。味・関心のあることについて
《 ー１行動、発言、発表、つぶやき、しぐさ》質問したりした後、ジェスチ A

《 ー２》ャーゲームな どの簡単なゲ C
《 ー５外部講師の感想や意見》ームをしながら楽しく交流し、 AEFGH

《 ー３ビデオカメラ、ワークシート、作文、お礼の手紙》聴覚障害や聴覚障害者との交 AEFGH
流について興
味・関心を高
める。

か
か
わ
る
過
程

・○○さんと交流したことか
▼第７時でこんな自分になりたいという目標がもてら、聴覚障害や聴覚障害者の
るようになるため、一人一人の実態把握から興味生活についてもっとよく知る
・関心を見取り、子どもが見通しをもって学習でために、音のでないテレビを
きるようにワークシートや言葉かけを工夫する。見たり声を出さないで会話を

したりするなどいろいろな擬 ４ ☆ ☆▼あらかじめ子どもたちの実態把握から擬似体験
似体験活動などを通して調べ ５、 のメニューをきめておき、擬似体験の場作りやワ

ークシートを準備しておく。聴覚障害や聴覚障害者との交
▼擬似体験している子どもたちの様子をビデオカ流について課題意識がもてる

ようになる。 Ⅰ◎切実な思いや願いから、こんなメラで記録し、評価に生かせるようにする。
自分になりたいという目標がも▼積極的に擬似体験活動できるように言葉かけや会
てる。話などの支援をする。

○興味のあることからこんな自分▼安全確保の面からも擬似体験メニューの補助につ
。いてもらう。 になりたいという目標がもてる

▼自分なりの目標がもてるように、お互いに感想を
Ⅲ◎しっかりした目標をつくるため発表しあい、本時の活動をふりかえることができ

に、インターネットやいろいろるようにする。
な図書資料など、目的に応じた《 ー１行動、発言、つぶやき、しぐさ、A
手段を選び活用することができビデオカメラ、ワークシート》
る。《 ー２質問、アドバイス、模範》C

○目標をつくるために、インター 自分の興味
ネットやいろいろな図書資料な のあること
どが活用できる。 から，しっ

かりした学
Ⅳ◎聴覚障害者との関わりから自分習課題を作

自身を見つめ、自分を高めてい る力
・聴覚障害者と楽しくコミュ ６ ☆ けるような目標がたてられる。▼ワークシートで自分なりの目標と調べる目的と方
ニケーションしながら交流す ○聴覚障害者との関わりから、自法をはっきりできるようにしてから、それぞれの
るために、自分にどんな力を 分なりの目標がたてられる。興味・関心に応じた調べる活動に入れるようにす

る。つけたらいいかということか

耳が聞こえない世界ってどんなだろう？

○○さんのことをもっとよく知ろう

○○さんとなかよくなろう！

自分にどんな力をつけたらいいだろう。

～準備可能な擬似体験メニュー～
１ 無音のテレビ視聴コーナー

（字幕なし 字幕あり）
２ 声を出してはいけない談話室コーナー
（筆談用の紙と鉛筆を備え付ける）。

３ 生活体験コーナー
（お店での買い物など）

４ その他

◇子どもの興味・関心を十二分に引き出し高めるために、本物にかかわる感動体験の場を設定する。
◇子どもの内面をできる限り実態把握できるように、観察法では主にＴ２とＴ３が、目立った言動だけでなく小さなしぐ
さやつぶやきにも注意して見取る。

、 、 、 。◇自分自身の良さに気づかせたり 自信をもたせるために おもにＴ１が言葉かけや会話法 外部からの評価を工夫する
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▼ワークシートに調べる目的と方法をはっきりと書ら課題意識を高め、こんな自
けているか、個別に机間指導する。分になりたいという目標がも

▼ワークシートに調べて分かったことを簡単にまとてるように、興味・関心のあ
、 、ることについてさらに自分な め 自分なりにたてた目標がよいかどうか確かめ

次時に向けての自分なりの課題意識がもてるようりにいろいろな方法で調べる。
にする 。しっかりした目標かどうかの判断基準
として、自分にとってやさしすぎないか、むずか
しすぎないかということを助言する。

▼ワークシートに調べて分かったことを簡単にまと
、 、め 自分なりにたてた目標がよいかどうか確かめ

次時に向けての自分なりの課題意識がもてるよう
にする 。

《 ー１行動、ワークシート》A
《 ー２質問、アドバイス》CD

・交流会後の作文やお礼の手 ７ ☆ ☆▼インターネットで調べる児童はパソコン室へ移動
する （Ｔ１が担当）紙などに書いた思いや願いを 。

▼ビデオで調べる児童は、１台のビデオデッキに大もとに、さらにインターネッ
人数が予想されるので、ビデオのパッケージをコトやビデオなどで興味のある
ピーした目次を準備し、どんな内容があるかを調ことを調べたことから、 月12
べさせて、児童の興味に応じて効率的に調べられに聴覚障害者をもう一度自分
るようにする （Ｔ２が担当）たちで招待してもっと楽しく 。

▼ポートフォリオを家庭に持ち帰り今までの活動を交流できるようになるために
知らせ、保護者からの感想をもらう。は、自分にどんな力をつけた

《 ー２質問、アドバイス》いかということを考え 「こん、 CD
《 ー１ワークシート》な自分になりたい」という自 A

《 ー３ポートフォリオ》分の目標がきめられるように CH
なる。

・それぞれがたてたこんな自 ８ ☆ ☆ ☆ Ⅰ◎こんな自分になりたいという目▼最初、前時にたてた「こんな自分になりたい」と
分になりたいという目標を実 ９ 標に向けて、進んで計画をたていう目標を発表して情報交換したり、保護者から
現するために、具体的な４観 ようとする。のアドバイスカードを紹介したりすることによ
点の努力目標（子ども自身が ○こんな自分になりたいという目り、課題解決に向けての意欲が高められるように
つくった評価 基準）を考え 標に向けて、楽しく計画をたてする。そして、こんな自分になりたいカードの具
たり、学習スケジュールを作 ようとする。 これからど体的な４観点の努力目標（子ども自身がつくった
ったりすることを通して、課 んなことを評価規準）を考えたり、耳が聞こえない世界をた
題解決に向けての見通しのあ Ⅱ◎目標に向けて、今までの学習経していけばんけんしようカードで学習スケジュールを作った
る学習計画をたてる。 験を生かしながら、自分なりに課題が解決りする。しかし、しっかりした学習計画をたてる

見通しのある計画が考えられる できるか，経験は、子どもたちにとってまだ慣れていないの 。
○目標に向けて自分なりに計画が上手に自分で、Ｔ１Ｔ２で分担して個別指導などをすること
立てられる。 で目標や計により、個に応じた支援ができるようにする。

画をたてる▼追究方法によっては、総合の時間以外の時間も学
Ⅲ◎社会科や理科など教科学習で培 力習計画の中に入る場合がある。また、完全にスケ

った学習方法を自分なりに生かジュールが入らなくても仕方がない。スケジュー
している。ルはあくまで予定なので、途中で変更しても良い

○教科で培った学習方法を取り入ことを児童にもおさえておく。
た れている。《 ー２質問、アドバイス》C

《 ー１行動、つぶやき、ワークシート》か A
◇子ども一人一人がそれぞれ自分なりの学習計画をま
たてることができるように、観察法を主体に机間る
指導しながら実態をつかみ、言葉かけや会話によ過
る適切な支援を行う。程

Ⅰ◎課題解決のために、最後までい
ろんな手段で調べていこうとす
る。

○課題解決のために、楽しく調べ
☆ ☆ ☆ ☆ ていこうとする。▼それぞれの追究活動に入る前に、本時の活動計画 10

11を４つの観点からワークーシートに書き、目的意
Ⅱ◎いろんな手段で調べたことが、識をもって活動できるようにする。そのため、計

断片的な知識になってしまうの画性が不十分な児童には、事前に個別指導してお
ではなく、関係付けてとらえるく。
ことができる。▼４つの観点は、①追究場所、②追究方法、③追究

○調べたことを自分なりに意味付わからない内容、④追究範囲（ノルマ）とする。

「こんな自分になりたい」に向けて、学習計画を
たてよう

耳が聞こえない世界をたんけんしよう１、２、３

「こんな自分になりたい」という目標をき
めよう。

◇興味・関心を高めよりはっきりした課題意識を引き出すために、擬似体験活動を導入する。
◇子どもの内面をできる限り実態把握できるように、主にＴ２が観察法で目立った言動だけでなく小さなしぐさ やつぶや
きにも注意する。

◇自分自身の良さに気づかせたり、自信をもたせるために、主にＴ１が言葉かけや会話法、外部からの評価を工夫する。
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けすることができる。 ことをいろ▼追究場所が教室以外の場所にわかれたり、追究方
いろな手段法が多岐にわたるので、 で分担して対応できTT

Ⅲ◎図書室で目的の資料を探したり で調べる力るようにする。 、
資料から調べたいことを上手に▼追究活動後、２つの観点で自分の追究活動を振り
見つけたり、視聴覚資料を効果返る。２つの観点は、①追究活動の反省、②次に
的に活用するなど、今までの学向けての課題や授業以外で追究したいこととす
習経験を生かしてわからないこる。そして、自分自身がきめた４つの評価基準で
とを粘り強く調べていくことが自己評価する。
できる。《 ー１行動、つぶやき》A

○図書資料や視聴覚資料などから《 ー２質問、アドバイス》C
わからないことを調べていくこ《 ー３ワークシート、ポートフォリオ》A
とができる。

☆ ☆ ☆ ☆▼職場見学を希望する子どもはＴ２が担当する。職 12
Ⅳ◎家族や地域の人に聞いたり確か場見学を希望する子どもはＴ２が担当する。全体 13

めたりするなど、生活と結びつ指導したことから、宿題で考えてきたお願いの文
けて考えたり調べたりできる。章を発表しあい、よいかどうかもう一度考えられ

○家族や地域の人に、調べたいこるようにする。その後、前時と同じように、本時
とを聞いたり、調べたことを確の活動計画を４つの観点からワークーシートに書
かめたりすることができる。き、目的意識をもって活動できるようにする。お

願いの文章が不十分だと考えられるので、この後
の追究活動での追究内容に課題として入れてもい
いことを投げかける。

《 ー１お願いの文章 、行動、つぶやき》A 、
《 ー２質問、アドバイス》C

・それぞれがたてた「こんな Ⅰ◎課題解決のために、情報機器を《 ー３ワークシート、ポートフォリオ》A
自分になりたい」という目標 進んで活用しようとしている。
を実現するために、４観点の ☆ ☆ ○情報機器を楽しく活用しようと▼はじめに、橋詰さんに職場見学のお願いをした児 14
努力目標（子ども自身がつく している。童に対して、橋詰さんから早く返事がきたらいい 15

ねと投げかけ、これからの追究計画の見通しがもった評価基準）や学習スケジ
ュールなどのそれぞれの学習 Ⅲ◎インターネット検索やパソコンてるようにする。
計画にそって 追究活動する ソフトなどの情報機器を、目的、 。▼そして、いよいよ来週中間発表会をするので、自

に合わせて上手に使いこなすこコンピュー分が追究してきたことを一人１分から３分で自分
とができる。 タやデジタなりにまとめて発表できるようにしておくことを

○インターネット検索やパソコンルカメラな確認する。中間発表会用のワークシートを配布し
ソフトなどの情報機器を使ってどをじょうて、児童が発表に自信がもてたり、教師が実態を
調べることができる。 ずにつかえ把握できるようにする。

る力▼その後、前時と同じように、本時の活動計画を４
つの観点からワークーシートに書き、目的意識を
もって活動できるようにする。事前にポートフォ
リオを見ておき、計画性が不十分な児童には個別
指導する。

《 ー１行動、つぶやき、ワークシート》A
《 ー２質問、アドバイス》C

《 ー３ワークシート、ポートフォリオ》A

自分
自身の

▼中間発表用ワークシート( )に発表する内容学びをふり NO.11
をまとめておいたり、それをもとに練習したりすかえる場１
るなど、一人一人が事前に自信をもって上手に発・今 発表会１）中間発表会

まで ☆ ☆表できるような支援をＴ１がしておく。 16
▼上手に発表したり、しっかり発表を聞いたり出来追究活動してきたことを、中
るように、教室環境など場の設定を工夫する。間発表会で自信をもって発表

できるようにするとともに、 友だちと協▼次時で意見交換や情報交換が出来るように、ワー
友だちの発表から良いところ 力して学習クシートに友だちの発表の良いところやアドバイ
を学び、自分の追究活動を振 できる力スなどをメモするように指導する。

▼発表ごとに質問や感想の時間もとれるよう配慮すり返られるようにする。
る。た

か Ⅰ◎友だちの良いところや助言を取▼全員が発表した後、保護者が参加していた場合、
ま り入れたり、逆に適切な助言が感想などを話してもらうなど、外部評価を取り入
る できたりするなど、協力して学れる。
過 習することの良さを進んで取り《 ー１発表 《 ー４ワークシート、発表》A C》
程 入れようとする。《 ー５言葉》CH

○友だちと協力して学習したこと
を、自分の追究活動に生かして
いこうとする。

Ⅲ◎お互いが高め合えるように、上
手に意見交換や情報交換が出来
る。

自分の追究活動をふりかえろう

○○さんの職場見学のための
全体指導

①人にお願いをする時のマナ
ーを指導する。

②職場見学の目的や内容をは
っきりもつこと。

③ファックスやメールの基本
的なマナーやモラル

◇自分自身の良さに気づかせたり自信をもたせるために、相互評価や外部評価を工夫する。
◇自分自身の学びを振り返り、実力を十分に発揮できるような学習計画がたてられるように、自己評価や相互評価を工夫
する。

◇子ども一人一人がそれぞれ自分なりの追究活動ができるように、観察法を主体に机間指導しながら実態をつかみ、言葉
かけや会 話による適切な支援を行う。

◇追究活動は一人一人多岐にわたるので、事前に個人別に評価項目をきめて評価活動をする。また、評価項目が偏らない
ように、全６時間を通して全評価項目を計画的に評価出来るようにする。
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・前時の中間発表会で、友だ ☆ ☆ ○意見交換や情報交換が出来る。▼はじめに全体で一人一人の発表しているところを 17
18ちの追究から学んだことをお 録画したビデオを観て、自分や友だちの発表を冷

静に振り返ることができるようにする。騒いだり互いに意見交換や情報交換な
してビデオに集中できなかったり、表面的な見方どを行い、交流活動をおこな
で終わらないように、みんなでビデオを観る視点う。はじめに全体で一人一人
やマナーを指導したい。が前時のワークシートに書い

▼友だちのビデオを観る視点は、主に発表内容とすたメモを活用して発表する。
る。次に自分が興味ある追究をし

▼ワークシートに自分の発表の感想をメモしておくた友だちやこれから同じ追究
よう指示しておく。をする友だちと情報交換する。

▼自分の追究に関係あることで、友だちから教えてこれらの活動から自分の追究
もらいたいことや、友だちのためになる情報があ活動をもう一度振り返り、後
り自分から教えてあげるなど、主体的な交流活動半の学習計画について自分な
の時間になるようにしたい。このあとふるさと学り見通しをもって修正する。
習発表会や２回目の交流会に向けて一人よりグル時間が余れば、それぞれの追
ープで追究していきたいという意見が出てきた究活動をする。
ら、グループ活動も支援できるようにしていきた
い。

《 ー３ワークシート、ポートフォリオ》ABC
《 ー４発表、ワークシート》ABC

・中間発表会などを通してこ ☆ ☆▼コース別に追究活動をおこなう。 19
れまでの追究活動について自 今までの自▼職場見学の計画・準備は、子どもが主体的に出来 20
分なりに自己評価している。 分の知識をるような支援を事前にＴ１がしておく。職場では

、ふるさと学習発表会に向けて 合わせたり他のお客さんの迷惑にならないように十分配慮す
追究活動していくことも意識 Ⅰ◎進んで自分なりの考えから、さ調べてわかる。
しはじめている。そこで、修 らにより良い考えをつくろうとったことか《 ー１行動、発言、ワークシート》ABE
正した目標や学習計画から、 する。 らまねをし《ＣＤ－２質問、アドバイス》
新たな追究活動をおこなう。 ○進んで自分なりの考えをつくろ ないで新し
交流をしている聴覚障害者の うとする。 く自分の考▼保護者からのアドバイスを学級通信等で紹介し、
職場見学をするグループ、イ えをつくるクラス全体で共有できるようにしたい。その際、
ンターネットで調べるグルー Ⅱ◎今までと違う見方や考え方を進 力ただ配布するだけでは読まない子どももいるの
プ、本で調べるグループ、ビ んで取り入れながら、新しく自で、導入などで活用したい。

。デオで手話を覚えるグループ 分の考えをつくることができる▼子ども達に本時の学習のねらいをしっかり伝える
など、コース別に追究活動を ○友だちのちがった見方や考え方ために、評価の観点「今までの自分の知識を合わ
おこなう。 から、自分の考えをふりかえるこせたり、調べてわかったことからまねをしないで

とができる。新しく自分の考えをつくろう！」を初めにわかり
やすくアドバイスしたりけいじするなどしておさ

☆ ☆えておくようにする。 21
22▼ファイルを整理することにより自分自身の追究を

振り返り、目標に向けて自分なりの考えがしっか
りもてるようにしたい。

▼自分のファイルボックスのファイルを整理した
り、クリアファイルの中の特に必要ないものをフ
ァイルボックスにもどしたりして、今後の追究活
動で特に必要なものをファイリングする。

Ⅰ◎進んで発表の計画や準備に取り
組み、わかりやすい発表の工夫
を考えようとしている。

・ふるさと学習発表会で上手 ○楽しく発表の計画や準備に取り▼初めに一人一人が見通しをもって追究活動（発表
に発表するために、それぞれ 組もうとしている。会に向けての計画・準備）ができるように、ワー

クシートに簡単に４つのどを書くようにする。まが計画している発表の準備や
練習をする。 Ⅱ◎学習した成果をわかりやすく伝た、グループでの協力の大切さやきまりなどにつ

えるにはどのように発表したらよいても簡単に指導する。
いか、聞く人の立場にたって考え▼１人が２つのグループにまたがっている子どもも
ることができる。いるので、片方だけにならないように時々注意し
○学習した成果をわかりやすく伝て見守りたい。
えるにはどのように発表したらよ学習したせ▼本時だけでは準備が終わらないので、発表会に向
いか、自分なりに考えることがで いかをみんけてどんなことをしたらよいか自分自身で見通し
きる。 なの前でくがもてるように２つのしを書く。

ふうして発《 ー１行動、発言、ワークシート》ABE
Ⅲ◎わかりやすい発表を工夫するた 表できる力《 ー２アドバイス》CD

振り返りから新たな追究活動をしよう

学習した成果を、みんなの前で工夫して発表しよう

◇自分の追究してきたことを自信をもって発表できるように、発表用のワークシートの工夫をしたり、今までの観察評価によ
る追究活動の実態から、子ども一人一人に応じた発表内容に対する具体的な支援を、言葉かけ・会話などによって行う。

◇友だちと協力して学習できるように、中間発表会や情報交換などの交流の場を設定するなど、相互評価を工夫する。
◇中間発表会では保護者の参加を呼びかけ、外部評価を行う。

◇中間発表会で今までの自分自身の追究を振り返ったことから、より意欲的に新たな追究活動ができるように、今までの観察
評価による追究活動の実態から、子ども一人一人に応じたより具体的な支援を、言葉かけ・会話などによって行う。

◇目標の達成のために、自分自身の学びに対する評価能力を高めていくことが出来るように、自己評価や相互評価、外部評価
の方法を工夫する。具体的な方法として例えば、ファイルを整理することにより自分自身の追究を振り返り、目標に向けて
自分なりの 考えがしっかりもてるようにしたい。また、保護者からのアドバイスを学級通信等で紹介し、クラス全体で共
有できるようにしたい。その際、ただ配布するだけでは読まない子どももいるので、追究活動の導入などで活用したい。

◇子どもの追究活動の実態に応じて、適時「友だちと協力して学習できる力」や「パソコンやデジカメを上手につかえる力」
なども、評価していきたい。
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めに、今までの発表経験を生か《 ー３ワークシート、ポートフォリオ》ABCDEF
して、限られた時間の中で上手
に計画や準備ができる。

○わかりやすい発表を工夫するた
、 。めに 発表の計画や準備ができる

☆ ☆ ☆ ☆23
Ⅳ◎聞く人に訴える発表をするため24

に、生活との関わりから方法や
内容の工夫を考えることができ
る。

○聞く人に訴える発表をするため
に、自分なりに方法や内容の工
夫を考えることができる。

・ふるさと学習発表会で発表 ☆ ☆ ☆ ☆▼発表のビデオ映像を見たりして、ワークシートに 25
よる自己評価や相互評価をしたい。また作文などする。
も書き、身についた力などの実態把握をしたい。

▼保護者からの外部評価なども取り入れられるよう自分自身の学びをふ
に、発表会の感想などの協力をいただけるようりかえる場２
にする。ふるさと学習発表会

Ⅰ◎今まで学習したことを進んでふ
りかえり、次の学習に向けて自
分をさらに高めていくことので
きる新たな価値ある目標を考え
ようとする。

○今まで学習したことをふりかえ
・今までの学習活動をふりか り、次の学習に向けてより良い▼２回目の交流会をどんな交流会にしたいか投げか
えり、２回目の交流会に向け 目標をつくることができる。 自分の学習け、一人一人具体的にイメージをふくらませるよ
て、計画をたてるために話し をふりかえうにしたい。
合いをする。 Ⅱ◎今までの学習をふりかえったこり、次の学▼学級会での話し合い経験を生かして、みんなで上

とから自分をさらに高めていく習をより良手に交流会の計画が話し合えるように支援してい
ことのできる新たな価値ある目くしていくきたい。
標をつくり、見通しのある計画 力《 ー１行動、発言》AB

む をたてることができる。
き ○今までの学習をふりかえり、よ
あ ・今まで追究してきたことを ☆ ☆ ☆ ☆ り良い目標や見通しのある計画▼子ども一人一人の主体的な活動を期待したい。そ 27
う 生かせるように、２回目の交 をたてることができる。のために で個に応じた支援に努められるようTT 28

にしていきたい。過 流会の準備をする。
程 Ⅲ◎ポートフォリオなどで振り返っ

たことを、これからの学習に上
手に生かしいくことができる。

○ポートフォリオなどで振り返っ
たことを、これからの学習に自
分なりに生かしいくことができ
る。

Ⅳ◎身近な生活や障害者の生きる社
会との関わりから、将来に向け
ての生き方を自分なりに考える
ことができる。

○身近な生活との関わりから、自
分の考えをもつことができる。

・交流会を前日にひかえて、 ☆ ☆ Ⅰ◎自分たちが計画した交流会を成▼子ども一人一人の主体的な活動を期待したい。そ 29
主体的に準備を進める。 功させるために、いろいろな活のために活動前に自分の目標と評価規準を確認す 30

動に進んで取り組もうとする。るように言葉かけする。
○自分たちが計画した交流会に楽▼一人一人の行動を観察しながら、最小限の範囲で
しく取り組もうとするる。活動がより意欲的に取り組めるような言葉かけを

する。

今まで追究してきたことを生かして、橋詰さんと剣持さん
を招いて楽しい交流会を開こう１

ふるさと学習発表会

今まで追究してきたことを生かして、橋詰さんと剣持さん
を招いて楽しい交流会を開こう２

◇職場見学で子ども達自身が取材したビデオ映像や画像や授業風景などの画像などを、教師側で子ども達が考えた発表内容に合わせて
ビデオテープに編集し、プロジェクターなどで使えるようにするなどの支援を行い、ふるさと学習発表会に向けての追究活動（計画
・準備）がより意欲的にできるようにする。

◇グループの中で一人一人が今までの追究活動の成果を十分に発揮できるように、導入で見通しのある簡単な計画を一人一人たてるよ
うにしたり、机間指導で子ども一人一人に応じたより具体的な支援を、言葉かけ・会話などによって行う。

◇目標の達成のために、自分自身の学びに対する評価能力を高めていくことが出来るように、自己評価や相互評価、外部評価の方法を
工夫する。

◇観点別評価は、活動が個別であったり時間外になったり一人一人多岐にわたるので、観察によって適時行ったり、ワークシートでの
自己評価や発表会後の作文、外部評価などから総合的に行う。

◇子ども一人一人が今まで追究し身に付けた力を生かそうとすることが出来る場として、聴覚障
害者や手話通訳者との２回目の交流会を設定し、学ぶ喜びを味わうことができる学習過程の工
夫をする。

◇今まで学習してきたことを進んで振り返ることができるように、これまでの自分の学びの道筋
がわかる学習ファイルの整理を行 うなど、ポートフォリオ作り活動を取り入れ、自己評価
の工夫をする。

◇これまでの評価活動による実態把握から、学習活動や支援の工夫の改善を行い、子ども一人一
人が自分に自信がもてるように、さらに理想をもって追究していくことができるように、一人
一人に応じた評価活動を行う。
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《 ー１行動、発言》D
《 ー２質問》D

《 ー３ポートフォリオ》ABCDEG

Ⅱ◎友だちのいろいろな考えの良い 学習したこ
ところを合わせながら、みんなとを生活に
で協力して交流会の計画や準備 生かせる力

・自分たちが計画し準備して ☆ ☆ ができる。▼はじめから最後まで、できるかぎり子どもたちの 31
○友だちの考えの良いところがわ

きた交流会を行う。 かり、みんなと楽しく交流会の主体的な活動を見守れるような支援をしていきた 32
計画や準備ができる。い。

▼安全面などには十分配慮したい。
Ⅳ◎聴覚障害者との交流学習を通し▼交流会後、作文や保護者、外部講師などからの評
て、いろいろな人とコミュニケー価などをもとに、子ども一人一人の学びのプロセ
ションすることの良さがわかり、スや身についた力、教師の願いなどを総合的に評
これからの生活の中で積極的に交価し、通知票や要録への評価、今後の総合的な学
流の輪を広げていきたいという自習の指導に生かしていけるようにする。
覚ができる。▼観察だけでなく、会話（インタビュー）なども評
○聴覚障害者との交流学習を通し価法に取り入れてみたい。
て、いろいろな人とコミュニケー

。ションすることの楽しさがわかる

《 ー３ポートフォリオ、作文、お礼の手紙》実践後の実態把握 ABCDEFGH

評価計画のための評価の目的と方法の相関表

◎・・・主として活用する ○・・・補助的に活用 ×・・・不適
観察 言葉かけ・ 自己評価 相互評価 外部

評価の主体と評価方法 会話
行動 質問 作文 作文 言葉、手紙や
発言 アドバイス ワークシート ワークシート メールなどに
発表 模範 よる感想チェックシチェックシ

方法 ワークシートの など・・・ アドバイスート ート
ポートフォ チェックシ書き込み 話し合い
リオ ートつぶやき 発表

しぐさ お礼の手紙 など・・・ など・・・
評価の対象と目的 デジタルビデオ など・・・

など・・・
主体 教師 子ども 保護者・地域

目的 対象 １ ２ ３ ４ ５
一人一人の実態把握 ◎ ○→ ◎ ○ ○A ◎
身についた力を見取るため 子ども ◎ ○ ◎ ○ ○B
学習意欲を高めるため 一人ひとり × ◎ ◎ ◎ ◎C

○ ◎生き方を問いかけるため × ◎ ◎ ◎→ ○→D
学習活動の改善のため 教育活動 ◎ ○ ◎ ○ ○E
教師の指導力向上のため 教師 ◎→ ○ ◎ ○ ○F ○
通知票や指導要録の資料として 教育内容 ◎→ ○ ◎ ◎→ ○G ○ ○
地域や保護者に対する啓発 地域 ×→ × ◎ ×→ ◎H ◎ ○

※ ○→ や×→ は、授業実践後に修正されたということ◎ ◎

第２回交流会

◇子ども一人一人が今まで追究し身に付けた力を生かそうとすることが出来る場として、聴覚障
害者や手話通訳者との２回目の交流会を設定し、学ぶ喜びを味わうことができる学習過程の工
夫をする。

◇今まで学習してきたことを進んで振り返ることができるように、これまでの自分の学びの道筋
がわかる学習ファイルの整理を行うなど、ポートフォリオ作り活動を取り入れ、自己評価の工
夫をする。

◇これまでの評価活動による実態把握から、学習活動や支援の工夫の改善を行い、子ども一人一
人が自分に自信がもてるように、さらに理想をもって追究していくことができるように、一人
一人に応じた評価活動を行う。

◇授業以外の時間にも主体的に交流会の準備などをすることが見られることも予想される。例え
ば招待者への連絡、教室内の環境整備など。そういった活動も評価や支援の対象ととらえる。


